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要     旨 

【緒言】 

 セメントレスカップの初期固定において，プレスフィットとスクリュー固定が重要な技術的要素で

ある．プレスフィットを重要視する報告もあればスクリュー固定を推奨する報告がある．臨床的に

は常にこの2つの手法は，手術中に並行して行われており，相互的に初期強度を高めているもの

と推察する．本研究の目的はプレスフィットの固定程度とスクリュー固定付加の影響について実

験的に明らかにすることである． 

【材料と方法】 

 模擬骨として 20pcf のポリウレタンフォームのブロックに Ø48，49，48.5 mm の半球状の機械

加工を行い，試験機を用いて Ø48mm カップを速度 12mm/min，荷重 4500N で加工された掘削箇

所に押し込む．スクリューはトルクドライバーを用いてスクリューが空回りしない最大締付トルク：

1.4N・m で固定する．スクリュー設置条件はスクリュー無し，スクリュー1 本（SH-1，SH-2），スクリ

ュー2 本（SH-1-2，SH-2-3）及びスクリュー3 本（SH-1-2-3）とする．カップ軸方向における回旋試験

は 500N の圧縮荷重下のもと，回転速度で 0.2rpm Rod 回りに回旋トルク T(N・m)を負荷し，カッ

プが回旋し始めるトルク値を計測した．各条件下で n=3，計 18 個の試験を行なった。 

【結果】 



 掘削 Ø48mm の場合，回旋においての最大トルク値はスクリュー無しで平均 27.2N・m であり，

SH-1 が 29.7 N・m，SH-2 は 28.6 N・m，SH-1-2 は 29.9N・m，SH-2-3 は 30.8N・m，SH-1-2-3 は

33.2 N・m であった．スクリュー付加の効果はあるが，固定全体に対する影響は少なかった．カッ

プの外側寄りに付加することの方が，内側よりも効果的ではあるが有意差はなかった．Ø48.5mm

の場合、スクリュー無しで 2.9N・m であり，SH-1 が 4.6 N・m，SH-2 は 4.5N・m，SH-1-2 5.8N・m，

SH-2-3 5.6N・m，SH-1-2-3 7.0 N・m であった．Ø49mm の場合、スクリュー無しで 2.2N・m であり，

SH-1 が 3.5 N・m，SH-2 は 3.3N・m，SH-1-2 3.7 N・m，SH-2-3 3.4 N・m，SH-1-2-3 4.4 N・m であっ

た．Ø48.5mm と Ø49mm は，Ø48mm と比較して固定性の著しい低下を示した．スクリューの数に

より固定性が増す傾向であり，カップ内側より，外側にスクリューを付加した方が固定性が増加し

た．スクリュー付加が全体に及ぼす影響として，48mm で 18.1%，48.5mm で 58.6%，49mm で

50.0%であった． 

【考察】 

 セメントレス人工股関節全置換術において良好な固定とは骨母床面と広く接触し，十分

な強度があることで，生物学的固定に寄与するだけでなく，股関節中心などにも影響する．

カップと骨との間隙形成は股関節回転中心が外側に偏位するため運動力学的に不利になり，

また直接に接しないために骨との結合が広い範囲で生じず，カップの微細な動きを生じ，

長期成績を悪くする可能性がある．また，セメントレスカップの初期固定性は骨質やカップ径，

カップのデザインや表面加工などに影響を受けるが，プレスフィットとスクリュー固定は重要な手

術手技である． 

【結語】 

 プレスフィットは強い固定性を獲得でき，スクリューを付加することで更に強度は増加するが，全

体に与える影響は少ない．プレスフィットが不十分な場合はカップの固定性はスクリューの固定

性に依存され，スクリューの数が増加すれば，カップの固定強度も増加する．しかし，掘削径がプ

レスフィットに近い状況であればあるほど，スクリューの効果は向上する．１本のスクリューを使用

する際にはカップ中心から遠いスクリューホールを選択したほうが固定強度が高い． 






